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 公益財団法人 日本サッカー協会 

2021 年度 第 13回理事会 

2021年 11月 18日 

報告事項 

 1. 第 17 回 FIFA カウンシル会議（10月 20日開催）の件 

 第 17回 FIFAカウンシル会議が 10月 20日（水）にオンライン上で行われた。主な決定・報告事

項は以下の通り。 

 

(1) 2021年 12月 20 日にワールドカップ隔年開催案を検討するグローバルサミットをオンライ

ンで開催することを決定。 

(2) FIFAクラブワールドカップ 2021TMを 2022 年前半にアラブ首長国連邦（UAE）で開催するこ

とを決定。 

(3) 女子サッカーのインターナショナルマッチカレンダー（2020－2023年）について以下の変

更を承認。 

①FIFA女子ワールドカップ 2023TMプレーオフ：2023年 2月 13日～2月 23日 

（但し、当該プレーオフ出場国のみに適用） 

②インターナショナルマッチウィンドー：2023年 7月 10日～7月 18日 

③FIFA女子ワールドカップ 2023TM：2023年 7月 20日～8月 20日 

(4) 第 72回 FIFA総会を 2022年 3月 31日にカタール・ドーハで開催することを決定。 

 

 2. JFAセーフガーディングポリシーの策定の件 

  （報告）資料 1①② 

(1)背景 

サッカー、スポーツを安心・安全に楽しむことは、すべての人の権利であり、サッカーファミ

リー全体にとってとても大切なことである。 

JFA グラスルーツ宣言（2014年）、サッカーファミリー安全保護宣言（2019年）は、全ての

サッカーファミリーに向けられたものであり、サッカーファミリーが安心・安全にサッカーを

楽しむために、また、サッカーファミリーを守るためのものでもある。 

その中で、特に 18歳未満の子ども、そして弱い立場にあり、危機にさらされやすい人をサッ

カーファミリー全体で配慮し守る必要があり、それぞれが活動にするにあたり、よりどころと

なる考え方を整理したい。 

(2)前提 

 JFA100周年に合わせて発信する。次の 100 年へ向けた指針としたい。 

 これまでもさまざまな取り組みを行ってきたが、まだ強化・徹底が必要である。 

 アフターコロナのサッカー環境、誹謗（ひぼう）中傷などへの対応を含む。 

 FIFAや AFCからのポリシー策定の要請もある。 

 外部団体とも連携していく。 

 海外の事例を参考にしつつ、既に行っている取り組みを統合し、ポリシーを自分たちの言

葉でしっかりと構築する。 

 2019年に発表した「サッカーファミリー安全保護宣言」との位置づけを明確にして発信

する。分量や層の面での差異、関係性を明確にする。 
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 宣言は重要なもので、その中でも特に子どもや弱者を、という関係を明確にする。 

(3)ポリシーの目的 

子どもたちがサッカーを安心・安全に楽しみ、続けられる環境を生み出す。守り続ける。子ど

もたちをエンパワーする。 

そのために、関わるサッカーファミリーによりどころとなるポリシーを示す。 

(4)ポリシーの対象 

サッカーにおける全てのサッカーファミリー/ステークホルダー 

サッカー、スポーツを安心・安全に楽しむことは、全ての人の権利であり、サッカーファミリ

ー全体にとってとても大切なこと。そして、その環境を確保することは、サッカーに関わる全

ての人に課された役割でもある。 

 

 3. JFAサッカー施設整備助成事業の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「JFAサッカー施設整備助成金 交付要項」に基づき、助成金交付要望のあった次の案件につい

て、審査し交付を決定した。 

［申請概要］ 

(1)神奈川県 

①申請者：寒川町（神奈川県） 

②申請区分：[助成区分 2]地区サッカー施設整備助成事業 

③助成対象事業：天然芝(新設) 

④施設名：川とのふれあい公園サッカー場 

⑤計画地：神奈川県高座郡寒川町宮山 地内 

⑥総事業費：26,500 千円 うち助成対象事業費は 14,000千円 

⑦助成金申請額：10,500千円 

⑧完了時期：2022年 7月 31日(予定) 

⑨交付決定日：2021年 10月 7日 

(2)大阪府 

①申請者：(一社)大阪府サッカー協会(大阪府) 

②申請区分：[助成区分 2]地区サッカー施設整備助成事業 

③助成対象事業：夜間照明(新設) 

④施設名：OFA万博フットボールセンター 

⑤計画地：大阪府吹田市千里万博公園 3-3 万博記念公園スポーツ広場内  

⑥総事業費：12,000 千円 

⑦助成金申請額：6,000千円 

⑧完了時期：2022年 4月 28日(予定) 

⑨交付決定日：2021年 10月 12日 

 (3)千葉県 

①申請者：(公社)千葉県サッカー協会(千葉県) 

②申請区分：[助成区分 1]都道府県フットボールセンター整備助成事業 

③助成対象事業：夜間照明(新設) 

④施設名：千葉県フットボールセンター 

⑤計画地：千葉県千葉市美浜区美浜 88 （ＪＦＡ夢フィールド内） 
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⑥総事業費：47,850 千円 

⑦助成金申請額：15,000千円 

⑧完了時期：2022年 12月 28日(予定) 

⑨交付決定日：2021年 10月 18日 

 (4)香川県 

①申請者：三豊市(香川県) 

②申請区分：[助成区分 2]地区サッカー施設整備助成事業 

③助成対象事業：天然芝(新設) 

④施設名：三豊市宝山湖公園 

⑤計画地：香川県三豊市山本町神田乙 500 番地 1 

⑥総事業費：89,885 千円 

⑦助成金申請額：15,000千円 

⑧完了時期：2022年 3月 31日(予定) 

⑨交付決定日：2021年 10月 20日 

 

 4. JFAロングパイル人工芝ピッチ公認（更新）の件 

 【更新】   

申請者（施設所有者）：旭川市 

施設名：東光スポーツ公園 A球技場（北海道旭川市東光 23～24条 8丁目） 

使用製品：積水樹脂株式会社 ドリームターフ MV2040 ACS65 

公認期間：2021年 12 月 19日～2022年 12月 18 日 

公認番号：第 153号 

 

申請者（施設所有者）：旭川市 

施設名：東光スポーツ公園 B球技場（北海道旭川市東光 23～24条 8丁目） 

使用製品：積水樹脂株式会社 ドリームターフ MV2040 ACS65 

公認期間：2021年 12 月 19日～2022年 12月 18 日 

公認番号：第 154号 

 

申請者（施設所有者）：帝人株式会社 帝人アカデミー富士 

施設名：帝人アカデミー富士グランド 

（静岡県裾野市須山字大野 2431-1、2431-2、2431-3、2478、2479 番の一部） 

使用製品：積水樹脂株式会社 ドリームターフ MSpro2060 

公認期間：2021年 9 月 17日～2023年 9月 16日 

公認番号：第 178号 

＜特記事項＞ 

使用製品は JFAロングパイル人工芝公認規程に基づく製品検査（ラボテスト）を完了している。 

当該施設は JFAロングパイル人工芝公認規程に基づく現地検査（フィールドテスト）を実施し、

基準を満たしている。 

 

 



報告事項 

 

 5. 47都道府県サッカー協会における FAコーチ（技術担当者専任化）の件 

  （報告）資料 2 

47都道府県サッカー協会における FAコーチ（技術担当専任者）については、2019年 10月理事

会において 47都道府県サッカー協会（FA）向け補助金交付を決議し、各 FAと協議の上、技術委

員会が決定することとした。これを受け、FAから申請のあった候補者について技術委員会で審

査した結果、添付の通り新たに 1FAで決定した。 

今後、未定となっている FAについて、申請があり次第、随時審査を行う。 

 

前回までに決定した FA： 23FA 

今回決定した FA：       1FA 

合計：                 24FA 

 

 6. ナショナルコーチングスタッフ[サッカー女子]の件 

  （報告）資料 3 

ナショナルコーチングスタッフ[サッカー女子] U-16日本女子代表のフィジカルコーチとし

て、山田庸氏を選任する。 

 

 7. 審判員・審判指導者 海外派遣の件 

 審判員・審判指導者の国際試合への派遣は次の通り。 

 

＜審判員＞ 

(1)2022 FIFA World Cup Qatar Preliminary Competition Asian Zone  

Third Round -  Match Day 4 -  Group A - UAE vs イラク 

試合日：10月 12 

場所：UAE/ドバイ 

審判員：佐藤隆治・山内宏志・三原純・荒木友輔・木村博之・飯田淳平 

(2)AFC Champions League 2021 West 準決勝  

ペルセポリス（イラン） vs アル・ヒラル（サウジアラビア） 

試合日：10月 17 日 

場所：サウジアラビア/リヤド 

審判員：佐藤隆治・山内宏志・三原純・木村博之・飯田淳平 

(3)第 2回 AFC Women's VAR Course 

研修期間：10月 23日～11月 1日 

場所：UAE/ドバイ 

審判員：小泉朝香 

(4)AFC U23 Asian Cup Uzbekistan 2022 Qualifiers Group H 

大会期間：10月 25日～31日 

場所：シンガポール 

審判員：山本雄大・聳城巧 

(5)AFC U23 Asian Cup Uzbekistan 2022 Qualifiers Group J 

大会期間：10月 25日～31日 
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場所：モンゴル/ウランバートル 

審判員：山下良美・萩尾麻衣子・手代木直美・坊薗真琴 

(6)AFC U23 Asian Cup Uzbekistan 2022 Qualifiers Group D 

大会期間：10月 27日～11月 2日 

場所：ウズベキスタン/タシケント 

審判員：荒木友輔・武部陽介 

(7)FIFA seminar for prospective referees for the FIFA World Cup Qatar 2022™ 

研修期間：11月 1日～5日 

場所：カタール/ドーハ 

審判員：佐藤隆治・三原純 

 

＜審判指導者＞ 

(1)AFC Cup 2021 決勝 

試合日：11月 5日 

場所：バーレーン 

審判員：上川徹 

 

 8. 名義使用申請の件 

 (1)申請団体： 特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会 

行事名称： 第 19回アクサブレイブカップブラインドサッカー日本選手権 

場所：   東京フットボールセンター八王子富士森競技場（東京都八王子市）等 

開催日：  2021年 10月 31日 ～ 2022年 1月 22日  

主催：   特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会（JBFA） 

特別協賛： アクサ生命保険株式会社/アクサ損害保険株式会社/ 

            アクサダイレクト生命保険株式会社/アクサ・アシスタンス・ジャパン株式会社 

後援：   厚生労働省/スポーツ庁/ 

            公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会/ 

            公益財団法人日本サッカー協会/一般社団法人日本障がい者サッカー連盟/ 

            東京都/本庄市/品川区/静岡県/堺市/平塚市/八王子市 

目的：   ブラインドサッカー日本一を決定する。また、各チームの技術向上ならびに 

            障がい者スポーツ推進に寄与する。 

内容：   【予選ラウンド】  

             10 月 31日（日）本庄・11月 6日（土）品川・11月 14日（日）浜松 

11 月 28日（日）広島 

           【準決勝ラウンド】 12月 25日（土）堺・1月 8日（土）平塚 

           【決勝ラウンド】 2022年 1月 22日（土）八王子 

(2)申請団体： 一般社団法人日本障がい者サッカー連盟 

行事名称： JIFFインクルーシブフットボールフェスタ 2021 

場所：   フットサルステージ（東京都多摩市） 

開催日：  2021年 12月 25日 

主催：   一般社団法人日本障がい者サッカー連盟 
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共催：   NPO 法人日本アンプティサッカー協会/一般社団法人日本 CPサッカー協会/ 

       NPO法人日本ソーシャルフットボール協会/ 

NPO 法人日本知的障がい者サッカー連盟/ 

       一般社団法人日本電動車椅子サッカー協会/ 

NPO 法人日本ブラインドサッカー協会/ 

       一般社団法人日本ろう者サッカー協会 

後援：   公益財団法人日本サッカー協会/公益財団法人東京都サッカー協会/ 

       公益社団法人日本プロサッカーリーグ/東京都/多摩市 

協力：   FC 東京/FC 町田ゼルビア/スフィーダ世田谷 FC／東京ヴェルディ 

       東京ヴェルディ日テレ・ベレーザ/フウガドールすみだ/ペスカドーラ町田 

       公益財団法人日本ケアフィット共育機構 

目的：    障がいの有無にかかわらず混ざり合える共生社会の実現に向け、 

       サッカーを通じて障がい児・者と健常児・者との相互理解の機会をつくる。 

内容：    6チーム×3部制 

       まぜこぜサッカー/まぜこぜスマイルウォーキングフットボール 

       オンラインプログラムも同時開催 

(3)申請団体： 特定非営利活動法人サロン 2002 

事 業 名： 公開サロン「日本初の女子プロサッカーリーグ「WEリーグ」を語ろう」 

主 催：   特定非営利活動法人サロン 2002 

後 援：   公益財団法人日本サッカー協会 

期 日：   2021年 8月 23日（月） 

開催方法： オンライン 

内 容：   WEリーグチェアの岡島喜久子氏を迎え、WEリーグとは何か、どのような背景

か 

ら、このリーグが誕生し、どこへ向かおうとしているのかを中心に話を聞き、

参加者で意見交換する。 

※併せて、「JFA100 周年記念事業」と銘打つ権利も付与する 

(4)申請団体： 一般社団法人奈良県サッカー協会 

事 業 名： 第 2 回 NFAフットボールカンファレンス 

主 催：   第 36回国民文化祭、第 21回全国障害者芸術・文化祭那智勝浦町実行委員会他 

後 援：     公益財団法人日本サッカー協会 

期 日：   2021年 11月 23日（火・祝） 

会 場：  奈良市立一条高校内【ICHIJO HALL 2020】 

内 容：    ・JFA からの発信（JFA コーチ） 

・講演：奈良県サッカー・現在そして未来へ（ゲスト講師） 

・各種別委員会からの発信 

※併せて、「JFA100周年記念事業」と銘打つ権利も付与する。 

 (5)申請団体： 特定非営利活動法人サロン 2002 

事 業 名： 2021 年度公開シンポジウム「サッカー育成年代における頭部障害の未然防止」 

主 催：    特定非営利活動法人サロン 2002 

後 援：    公益財団法人日本サッカー協会 
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期 日：    2021 年 11月 6日（土） 

開催方法： オンライン 

内 容：    (1)中山雅雄氏（筑波大学教授） 

JFA「育成年代でのヘディング習得のためのガイドライン」解説 

(2)石堂典秀氏（中京大学スポーツ科学部教授） 

ヘディングをめぐる諸外国での取組事例・紛争事例 

(3)中塚義実（筑波大学附属高等学校教諭・NPO法人サロン 2002理事長） 

育成年代におけるヘディングの現況と課題 

(4)パネルディスカッション・質疑応答 

※併せて、「JFA100周年記念事業」と銘打つ権利も付与する 

(6)申請団体： 第 36 回国民文化祭、第 21回全国障害者芸術・文化祭那智勝浦町実行委員会 

事 業 名： 八咫烏シンポジウム 

主 催：    第 36 回国民文化祭、第 21回全国障害者芸術・文化祭那智勝浦町実行委員会 

他 

協 力：    公益財団法人日本サッカー協会 

期 日：    2021 年 11月 3日（水・祝） 

会 場：    那智勝浦町体育文化会館 

内 容：    講演「熊野の八咫烏伝承の魅力 」 

「日本サッカーの始まりと中村覚之助－JFA100周年にあたって－」 

※併せて、「JFA100周年記念事業」と銘打つ権利も付与する 

(7)申請団体： 特定非営利活動法人サロン 2002 

事 業 名： 2021 年度公開シンポジウム「2021年の総括と展望」 

主 催：    特定非営利活動法人サロン 2002 

後 援：    公益財団法人日本サッカー協会 

期 日：    2021 年 12月 11日（木） 

開催方法： オンライン 

内 容：    講演「2021年を振り返って－JFA100周年にあたっていま思うこと」 

「WEリーグ創設とこれからのサッカー環境」 

「TOKYO2020 を振り返って－報道側からみえること」 

※併せて、「JFA100周年記念事業」と銘打つ権利も付与する 

 

 

 9. 裁定委員会に関する懲罰の件 

 

 

裁定委員会（委員長：本林徹）より報告された懲罰案件について報告する。 

 10. 規律委員会に関する懲罰の件 

 

 

規律委員会（委員長：中島肇）より報告された懲罰案件について報告する。 

 


